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テーマ3：イノベーションエコシステム形成

第３回委員会で受けた御意見とその対応方針は下記のとおりです

テーマ 御意見概要 対応方針

モデル地域での取組について

 モデル地域の取り組みは、どの地域単位で行うか。  モデル地域としての最初の取組単位、並びに今後の展
開想定について、11ページ以降に記載

 市場をどのように作っていき、市場のニーズをどのように入口にフィードバッ
クしていくのか、また、技術を触媒としてどのようにイノベーションを起こして
いくのか検討が必要である。

 出口戦略も見据えてプロジェクトを進めなければ、ビジネスとして成立しな
いのではないかと危惧する。

 モデル地域での中長期的な取組イメージについて、11
ページ以降に記載

 は昨年度から林業DXを進めているため、林業DXを含め、イノ
ベーションエコシステムとしてどのように展開し、林業を発展させるのかとい
う観点で事業を分析し、事業展開を行うのがよい

イノベーション・エコシステムの
形成について

 学術研究機関や、やる気のある事業者を中心にエコシステムを形成しな
ければイノベーションは生まれない。

 アントレプレナー教育で、人材育成をしていくことも重要である。

 学術機関の巻き込みや人材育成の目線について、森ハ
ブの機能として検討しており、次年度以降の実施方針
（案）の中に記載している

 は、林業振興に積極的に取り組んでいる
 にご助言をいただくとよ

い。

 林業関係のアカデミアとして両教授へヒアリングを実施
（概要は16ページ、議事録は47ページ以降に記載）

 結果を取りまとめモデル地域での取り組みに反映

 地域間の情報連携を行うことにより、新しいイノベーションやネットワークが
生まれる可能性があるのではないか。  次年度以降の実施方針（案）として記載

県名、大学名、教授名
は非公開



森ハブによるエコシステム形成について
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今年度の実施方針
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モデル地域での取組について
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コーディネーターの人材像について
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地域プレイヤーの状況から見る取組の差異

地域にコアプレイヤーがいる場合、コーディネーターの関与方法や成熟度、期間等に融通がき
く一方、いない場合は地域内での中長期的な活動が必須となります

コーディネーター関与方法
（どのような関わり方が望ましいか）

コアプレイヤーのサポートがメインであるため、地域への定
期的な通い、必要時のアドバイスのみ、都市部にて営
業等のかたちで地域の活動を支援、等の関与も可

コーディネーターの関与は下記2パターンが考えられる
① 地域内プレイヤーを育成し、コアプレイヤーを創出

する
② 自身が地域内のコアプレイヤーとしても活動する

コーディネーター活動拠点
（地域内拠点の要否） 問わない 地域内に拠点を構えることが望ましい

コーディネーター経験熟度
（地域での活動経験の要否）

不要
※専門性を活かした支援が求められるため、

地域での活動経験有無に限らず
様々な人材が関与できると考えられる

要
※当人が地域側プレイヤーとしても動いていく必要があるため
どのようなステップで地域に入り込み活動を推進していくか

熟知した人材である方が望ましい

関与期間
（技術普及に至るまでの期間）

短期間可
※地域側コアプレイヤーがメインで活動する場合

アドバイスのみの関与等も考えられる

長期間
※地域のファーストステップから支援する必要があり

技術導入に至るまでには中長期のコミットメントが必要

人材確保の難易度
中

※事務局は地域の求める専門性、
並びに検討している人材要件を満たすコーディネーターを選定、

マッチングさせる必要がある

高
※地域に拠点を移せる人材であることが望ましいため、

候補者の選定が難しい

地域にコアプレイヤーがいる場合 地域にコアプレイヤーがいない場合
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場の形成フェーズにおけるコーディネーター候補１

場の形成フェーズにおけるコーディネーターには、林業も含めた適切な知識・ノウハウを持ち、
地域プレイヤーと連携し、事業の球づくりができるプロデュース人材が求められています

 適切な知識・スキル・ノウハウを持ったプロデュース人材
地域の中で新たにプロジェクトを起こし、地域プレイヤーと連携しながら伴走支援できる人材が求められる望ましい人材像

 林業に関与した経験や知識を有している
 一次産業の分野において、地域でのプロジェクト創出を支援した経験がある
 知見を応用した事業マネジメントが可能である

都道府県 分野 専門 氏名・団体 所属・役職 プロフィール

埼玉県 異分野
DX推進

エコシステム
形成

事業組成

東京都 異分野 エコシステム
形成

東京都 林業

エコシステム
形成

事業組成
スタートアップ

支援

選定目安

≪候補者リスト≫
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場の形成フェーズにおけるコーディネーター候補２

場の形成フェーズにおけるコーディネーターには、林業も含めた適切な知識・ノウハウを持ち、
地域プレイヤーと連携し、事業の球づくりができるプロデュース人材が求められています

都道府県 分野 専門 氏名・団体 所属・役職 プロフィール

東京都 林業 林業
事業組成

北海道 林業 林業

大阪府 異分野
エコシステム

形成
事業組成

長野県 異分野
エコシステム

形成
事業組成
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実証プロジェクトの展開フェーズにおけるコーディネーター候補１

実証プロジェクトの展開フェーズにおいては、コーディネーターは自身の専門性を活かし、地域
が行き詰まっている原因を解決し、事業を円滑に推進する役割を担います

 専門知識をもちプロジェクトを推進できる人材
専門性を活かして技術事業者と地域をつなぐ際の課題感を整理し、技術導入・プロジェクトの推進を支援できる
人材が求められる

望ましい人材像

 林業界、またはプロジェクトに関連する分野において専門性を持ち、自身の得意領域を活かして地域を支援した
経験がある

 専門分野における課題とその解決策について知見を有しており、業務推進において的確なアドバイスができる

都道府県 分野 専門 氏名・団体 所属・役職 プロフィール

兵庫県 林業 林業

宮崎県 林業 林業

石川県 林業 林業

選定目安

≪候補者リスト≫
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実証プロジェクトの展開フェーズにおけるコーディネーター候補２

実証プロジェクトの展開フェーズにおいては、コーディネーターは自身の専門性を活かし、地域
が行き詰まっている原因を解決し、事業を円滑に推進する役割を担います

都道府県 分野 専門 氏名・団体 所属・役職 プロフィール

福井県 異分野 人材育成

鳥取県 異分野 人材育成

東京都 異分野 エネルギー

東京都 異分野 バイオマス

熊本県 異分野 バイオマス
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ビジネス実装支援の展開フェーズにおけるコーディネーター候補１

ビジネス実装支援の展開フェーズにおいては林業経験よりも地域での事業プロデュース経験
や伴走支援の実績が重要となり、場の形成フェーズのコーディネーターと連携して、エコシステ
ムを拡大します

 地域の現状を理解し、的確な導入支援をしていく人材
先進事例を評価・整理し、他地域へ展開する際の要点を理解したうえで、地域プレイヤーの課題や不安を解消し
導入推進ができる人材が求められる

望ましい人材像

 先進事例の創出と、他地域への横展開の双方を推進した経験がある（林業を含む一次産業でなくとも可）
 地域でのワークショップ運営など、場の構築に向けた計画策定につながる事業推進ができる

都道府県 分野 専門 氏名・団体 所属・役職 プロフィール

東京都 異分野 事業組成

東京都 異分野 事業組成

東京都 異分野 事業組成

選定目安

≪候補者リスト≫
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ビジネス実装支援の展開フェーズにおいては林業経験よりも地域での事業プロデュース経験
や伴走支援の実績が重要となり、場の形成フェーズのコーディネーターと連携して、エコシステ
ムを拡大します

都道府県 分野 専門 氏名・団体 所属・役職 プロフィール

高知県 異分野 事業組成

熊本県 異分野 事業組成

神奈川県 異分野 事業組成

徳島県 異分野 事業組成

ビジネス実装支援の展開フェーズにおけるコーディネーター候補２




